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22009年2月期中間決算のポイント

期初計画を超過し経常ベース2桁増益を達成
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100.0%

構成比

3,350

386

6,078

17,225

23,206

38,425

2009/2中間期

16.7%5,348経常利益

9.6%3,065当期利益

0.8%252特別損失

45.2%14,493販管費

61.7%19,797売上総利益

100.0%32,077売上高

構成比

2008/2中間期

単位：百万円
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商品開発・生産・調達の深耕

川上に精通した人材を採用し商品企画機能強化に着手

成長期ブランドの戦略的出店実施

レプシィム18店舗中心に計画通り出店

新ブランド「インメルカート」順調にスタート

香港事業順調にスタート

上期の主な成果

当期施策を計画通り実行

人材力・組織力を一層強化

エリアマネジャー育成によるＤＮＡ継承
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ブランドコンセプト 「日常生活の中で必要とされるブランド」

新ブランド展開 インメルカート順調にスタート

通期出店計画5店舗

⇒8店舗に上方修正
インメルカート 伊勢崎店

上期3店舗出店

防府・伊勢崎・山梨中央



5香港出店

ブランド力が評価され順調にスタート

ジーナシス ＡＰＭ店ローリーズファーム ＴＥＬＦＯＲＤ ＰＬＡＺＡ店

通期出店計画5店舗 ⇒ 8店舗に上方修正

上期5店舗出店
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ＴＯＰ９の総仕上げとして、人材力・組織力を一層強化

出店戦略の多様化

ブランド複合店舗の出店

アンダーカレントはグローバルワークのブランド内展開

主力ブランドの商品企画機能・販売力強化

成長期ブランドの戦略的出店を計画通り実施

ジーナシス、ヘザー、アパート、レプシィムを中心に出店

下期方針と取組み

次期中期経営計画に向けてＴＯＰ９の総仕上げ



2008年10月6日

2009年2月期（第59期）
上期営業報告

取締役常務執行役員 櫻井 健一
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売上高 384億円 前中間期比119.8％

売上高の状況

純増48店舗

～内ＥＣ6店舗、台湾2店舗、香港5店舗

新規店舗出店 既存店の継続的な改装

97.6

102.1

99.7

97.6

123.0

120.0

上期

2009/2期

99.499.698.9客単価

98.499.996.7客数

97.899.595.6売上

既存店

100.2100.3100.1客単価

119.8119.1120.5客数

120.0119.5120.6売上

全店

通期下期上期

2008/2期（国内、対前期比％）

改装19店舗（通期計画50店舗）

～9月に7店舗改装済
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60.6%

61.4%

60.5%

61.7%

60.4%

60.4% 60.5% 60.3% 60.4%

58.0%

60.0%

62.0%

64.0%

2005/2期 2006/2期 2007/2期 2008/2期 2009/2期

中間期

通期

売上総利益率の状況

売上総利益率 60.4％ 前中間期比▲1.3％

・前中間期比マイナスの内▲0.7%は会計上の影響

主な変動要因

在庫は前中間期比30.0%増

・店舗面積は前中間期末比26.0%増加しており適正水準
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212 237

107

239

112

241

145
173

91

207

101

23940

65

36

86

48

105

88

134

82

199

119

265

2006/2期 2007/2期 2008/2期中間 2008/2期 2009/2期中間 2009/2期（見込）

決算年度

その他

ジーナシス

グローバルワーク

ローリーズファーム

ブランド別の売上高の推移（国内）

485

609

316

731

850
単位：億円

380



11ブランド別出店・売上状況（国内）

－

404

13

－

10

11

13

22

28

50

106

119

32

中間

期末

店数

3－0.2%93－－－ｲﾝﾒﾙｶｰﾄ

内自社ＥＣ

497119.9%100.0%38,003456100.0%31,683合計

39353.9%5.6%2,143211.9%605ﾚﾌﾟｼｨﾑﾛｰﾘｰｽﾞﾌｧｰﾑ

8－2.3%8789－－

16214.6%3.9%1,468152.1%684ﾅｲﾝﾌﾞﾛｯｸｽ・（ｱｸﾞﾚｱ）

4101.6%1.5%575121.8%566ｱﾝﾀﾞｰｶﾚﾝﾄ

19145.3%3.4%1,283142.8%883ｱﾊﾟｰﾄﾊﾞｲﾛｰﾘｰｽﾞ

28114.6%4.3%1,630254.5%1,422ﾊﾚ

36132.7%5.0%1,894334.5%1,427ﾍｻﾞｰ

59132.5%12.7%4,8425511.5%3,654ｼﾞｰﾅｼｽ

113104.1%29.6%11,23311234.1%10,790ﾛｰﾘｰｽﾞﾌｧｰﾑ

137111.3%26.8%10,18713028.9%9,155ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾜｰｸ

43106.3%7.0%2,648397.9%2,492ﾚｲｼﾞﾌﾞﾙｰ

前中間

期比
構成比構成比

中間

期末

店数

売上高
期首

店数

売上高

2009/2中間期2008/2中間期

単位：百万円

※店数にはＥＣサイト・自社ＥＣサイトを含んでおります

※ナインブロックスにはブランド名アウトレット店舗を含んでおります



12ブランド動向 主要3ブランド

ローリーズファーム

グローバルワーク

8店舗出店と合わせ生産性を改善
大型店舗でアンダーカレントとの協働・協調を実施し成果確認

一部店舗でアンダーカレントを本格展開

既存店2桁成長を遂げ急成長継続
売上高100億円達成を視野に入れ出店継続

ジーナシス

アパートバイローリーズとの協働・協調実施（三宮店）
商品企画機能強化により更なる成長を実現
姉妹ブランドとの協働・協調による大型店舗チャレンジ



13ブランド動向 主要3ブランドに続くブランド育成

知名度向上し成長継続
ブランドイメージの定着が課題

レイジブルー

郊外立地での出店も成功しブランド力向上
従姉妹ブランドとの協働・協調

ヘザー

独自性を保ちながらトレンドへの変化対応実施
ダウンタウンへの出店を強化

ハレ



14ブランド動向 成長期ブランドの進展

本部体制強化が奏効し、大量出店を計画通り実施（18店舗出店）
大量出店継続（15店舗計画）

レプシィムローリーズファーム

ローリーズファームとの協働・協調実施（三宮店）
単独出店に加えて、ローリーズファームとの協働・協調
による出店を実施

アパートバイローリーズ

インメルカート

ブランドコンセプトが支持され順調なスタート
通期出店計画を上方修正



15ブランド別出店・売上計画（国内）

※店数にはＥＣサイト・自社ＥＣサイトを含んでおります

※ナインブロックスにはブランド名アウトレット店舗を含んでおります

8－0.4%3005－0.4%300－－－ｲﾝﾒﾙｶｰﾄ

16144.2%2.6%2,20016137.6%2.5%2,100152.0%1,526ﾅｲﾝﾌﾞﾛｯｸｽ・（ｱｸﾞﾚｱ）

内自社ＥＣ

54314.0%6.9%5,90051297.9%6.6%5,600212.6%1,879ﾚﾌﾟｼｨﾑﾛｰﾘｰｽﾞﾌｧｰﾑ

2.4%

100.0%

1.6%

3.5%

4.9%

5.8%

11.5%

28.4%

27.2%

7.6%

構成比

2,000

85,000

1,400

3,000

4,200

4,900

9,800

24,100

23,100

6,500

売上高

2009/2期計画（当初）

8343.6%2.4%2,0009343.6%90.8%582

544116.2%100.0%85,000539116.2%456100.0%73,121合計

－－－－8116.2%121.6%1,204ｱﾝﾀﾞｰｶﾚﾝﾄ

21146.6%3.5%3,00022146.6%142.8%2,046ｱﾊﾟｰﾄﾊﾞｲﾛｰﾘｰｽﾞ

30107.6%4.7%4,00028113.0%255.1%3,716ﾊﾚ

45132.1%5.8%4,90044132.1%335.1%3,708ﾍｻﾞｰ

65122.0%12.4%10,50065113.8%5511.8%8,609ｼﾞｰﾅｼｽ

117100.7%28.4%24,100114100.7%11232.7%23,925ﾛｰﾘｰｽﾞﾌｧｰﾑ

141115.5%28.1%23,900140111.7%13028.3%20,684ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾜｰｸ

47106.4%7.3%6,20046111.6%398.0%5,826ﾚｲｼﾞﾌﾞﾙｰ

前期比構成比前期比構成比

期末

店数

売上高期末

店数

期末

店数

売上高

2009/2期計画（修正）2008/2期

単位：百万円

※修正計画ではグローバルワークにアンダーカレントを合算しております



2008年10月6日

2009年2月期（第59期）
上期決算概要

取締役専務執行役員 遠藤 洋一



17売上高と利益の状況

■売上高と店舗数

2005/2期 2006/2期 2007/2期 2008/2期 2009/2期

決算年度

売上高（億円）

店舗数（店）

（中間）

（ 中間 ）

■経常利益と当期（中間）純利益

2005/2期 2006/2期 2007/2期 2008/2期 2009/2期

決算年度
（中間）

経常利益（億円）

当期純利益（億円）

（ 中間 ）

（ 中間 ）

246

296

374

469

517

377

490

616

739

384

320

265
224

173

33.2

46.1
49.3

53.4 60.7

74.9

99.5

123.2
130.3

18.1

27.2
30.6

33.5
40.8

68.7
74.8

55.5

25.5
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販売管理費率 44.8％ 前中間期比0.4％低下

販売管理費の状況

118.8%

117.3%

122.2%

121.3%

120.7%

118.2%

111.4%

前中間
期比

2009/2中間期2008/2中間期

44.8%

7.6%

0.8%

3.1%

16.3%

14.9%

2.2%

売上比

包装費、電気料、カード手数料等が売上増に伴い増加

中間期末店舗面積26.0%増に伴い増加

新卒120名採用（前年88名）

ブランド力強化の為、戦略的な投資を継続

17,22545.2%14,493合計

2,9087.7%2,481その他

3060.8%251減価償却費

1,1773.0%970リース料

6,24916.1%5,176地代家賃

5,72515.1%4,845人件費

8572.4%769広告宣伝費

売上比

単位：百万円
主な変動要因



19特別損失の状況

特別損失 386百万円 前中間期比153.2％

退店 国内8店舗
アンダーカレント5店舗退店
他3店舗はロケーション検討の結果

改装 19店舗、業態変更 4店舗
国内ローリーズファーム10店舗改装
アンダーカレント3店舗業態変更

減損損失53百万円 減損処理対象4店舗



20貸借対照表の主要項目

110.1%61.9%24,61259.3%22,349純資産

98.4%38.1%15,11840.7%15,363負債

104.1%44.1%17,50544.6%16,817固定資産

106.4%55.9%22,22655.4%20,895流動資産

105.4%100.0%39,731100.0%37,712総資産

前期末比構成比構成比

2009/2中間期2008/2期
単位：百万円

主な変動要因

・短期運用としてＣＰ1,997百万円購入

・出店に伴う保証金敷金増加（+502百万円）

・一括支払信託受益権1,179百万円購入



21キャッシュ・フロー計算書

2,66713,80811,141現金及び現金同等物の期末残高

5,827△41△5,868現金及び現金同等物の増減額

158△1,251△1,409財務活動によるキャッシュ・フロー

3,928△1,116△5,044投資活動によるキャッシュ・フロー

1,7382,320582営業活動によるキャッシュ・フロー

増減額

2009/2中間期2008/2

中間期
単位：百万円

5,6661,204△4,462フリーキャッシュ・フロー

主な変動要因

・投資活動によるＣＦ改善（前中間期は投資有価証券3,994百万円支出）



22設備投資の状況

下期も積極的な店舗展開・改装を計画

・下期出店63店舗（含む香港3店舗、台湾2店舗、業態変更出店2店舗）

・下期店舗改装31店舗

・その他は情報システム関連投資

3,1702,4841,3701,114計

32023417064その他

2,8502,2501,2001,050店舗関係

期初計画通期見込下期予定上期実績単位：百万円



23㈱ポジックの状況（物流子会社）

営業状況

212.3%13.4%537.5%24中間純利益

207.5%22.2%8813.0%42経常利益

206.5%22.1%8713.0%42営業利益

122.9%100.0%395100.0%322売上高

前中間期比構成比構成比

2009/2中間期2008/2中間期
単位：百万円

・作業効率改善により利益率向上



24POINT HOLDINGの状況（香港子会社）

営業状況

－▲8.4%▲7－－中間純利益

5 店舗増－5－－期末店舗数

－▲10.1%▲9－－経常利益

－▲10.0%▲9－－営業利益

－100.0%90－－売上高

前中間期比構成比構成比

2008/12中間期2007/12中間期
単位：百万円

・順調なスタートにより、計画を上回って推移

・ローリーズファーム3店舗、ジーナシス2店舗出店



25波茵特股份有限公司の状況（台湾子会社）

営業状況

・景気低迷の影響を受け減収減益

・ジーナシス2店舗出店

29.1%4.0%1311.4%45中間純利益

3 店舗増－15－12期末店舗数

37.1%7.6%2517.3%68経常利益

38.3%7.8%2517.0%67営業利益

84.1%100.0%332100.0%394売上高

前中間期比構成比構成比

2008/12中間期2007/12中間期
単位：百万円



262009年2月期見込み

下期計画の説明

・出店63店舗（国内56店舗、香港3店舗、台湾2店舗、業態変更出店2店舗）

・退店11店舗

・改装31店舗を予定

・国内既存店売上高前期比97.0%

－

10.1%

17.6%

42.9%

60.4%

100.0%

構成比

469

7,488

13,030

31,736

44,696

73,941

2008/2期

100店増－569店舗数

110.8%9.6%8,300当期利益

114.3%17.3%14,900経常利益

117.2%43.2%37,200販管費

116.3%60.3%52,000売上総利益

116.6%100.0%86,200売上高

前期比構成比

2009/2期計画
単位：百万円
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0
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（円）

期末配当

中間配当

１．事業への投資を最優先に行い、企業価値の向上を図ります

３．利益還元の一つとして自己株式購入を適切且つ機動的に行ってまいります

株主還元方針 連結ベース配当性向30%に向け順次配当を検討

２．安定配当を基本とし、収益状況等を踏まえ、増配を検討します

４８０千株

８０円

（３０円）

2008/2期

５００千株
（予定）

６００千株２４８千株１６５千株－－－
自己株式

取得数

９０円（予定）

（４０円）

６０円

（２０円）

４０円

（１０円）
２０円２０円１８円１１円

1株当たり

配当金
（内中間配当）

2009/2期2007/2期2006/2期2005/2期2004/2期2003/2期2002/2期
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業績予想の適切な利用に関する説明

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は今後様々な要因によっ

て大きく異なる結果となる可能性があります。


